






要約:事故防止の安全教育による改善効果について介入方法の検討を行った。事故防止の

介入方法としては健診の機会を利用し安全チェックリストを用いた事故防止指導、メディ

アを利用した方法が効果がみられるようであったが、最終結論までもう少し時間が必要で

ある。また、事故を完全に防止することは難しく、事故発生時の現場での応急処置が大切

と考えられたのでその普及度を調査した。その結果、正しい知識を持っている保護者は意

識障害 46%、鼻出血の処置 46%、出血 47%、発熱 50%、タバコの誤飲 58%で、心肺蘇生法の

実施可能者は 34%であることから保護者に応急手当法を啓発・教育する必要があると考え

られた。


